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北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
飛ひ

し
ょ
う翔

や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
で

作
動
す
る
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、

い
つ
だ
れ
が
操
作
し
て
鳴
ら

す
の
か
。

　

総
務
部
長　

全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
で
、
消
防
庁

か
ら
送
信
。
受
信
3
秒
後
に

防
災
行
政
無
線
が
自
動
的
に

起
動
す
る
。

 

実
際
に
作
動
し
た
時
は
行

政
か
ら
対
応
へ
の
指
示
が
あ

る
と
言
う
。
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
指
示
内
容
か
。

 

例
え
ば
「
北
朝
鮮
か
ら
ミ

サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
も
よ

う
で
す
。
建
物
の
中
、
ま
た

は
地
下
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
」
と
避
難
指
示
が
流
れ
る
。

 

核
の
ご
み
の
最
終
処
分
地

を
選
定
す
る
「
科
学
的
特
性

マ
ッ
プ
」
が
公
開
さ
れ
た
。

町
は
処
分
地
と
し
て
適
し
て

い
る
の
か
否
か
。

　

環
境
経
済
部
長　

今
回

の
マ
ッ
プ
は
科
学
的
特
性
を

確
定
的
に
示
す
も
の
で
は
な

く
、
今
後
さ
ら
な
る
調
査
も

必
要
で
あ
る
。

 

深
溝
断
層
な
ど
町
内
の
断

層
の
存
在
が
ど
の
よ
う
に
評

価
さ
れ
た
か
。

 
深
溝
断
層
が
存
在
す
る
一

定
の
地
域
は
、
好
ま
し
く
な

い
地
域
に
該
当
す
る
と
解
釈

し
て
い
る
。

 

国
政
へ
の
代
表
と
し
て
の

代
議
士
は
東
三
河
地
域
の
人

を
選
ぶ
。
こ
の
ひ
ず
み
の
見

解
は
。

　

企
画
部
長　

広
域
的
行

政
は
西
三
河
中
心
に
、
東
三

河
と
も
連
携
し
な
が
ら
お
こ

な
っ
て
い
き
た
い
。

 

町
長
は
今
で
も
「
簡
単
に

承
知
で
き
ぬ
」
こ
と
で
あ
り
、

憤
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
か

ら
の
対
応
は
。

　

町
長　

文
化
と
経
済
圏

が
同
じ
地
域
が
ひ
と
つ
の
区

割
り
で
あ
る
こ
と
が
最
良
で

あ
る
が
、
新
た
な
区
割
り
に

従
い
や
っ
て
い
く
。

 

行
政
の
結
び
つ
き
や
流
れ

が
変
わ
る
と
の
懸
念
は
。

　

総
務
部
長　

選
挙
区
の

変
更
の
要
因
が
特
定
で
き
る

ほ
ど
、
投
票
率
が
大
き
な
下

落
と
な
ら
な
か
っ
た
。

 

島
原
と
は
姉
妹
都
市
提
携
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
は
友
好
に
関

す
る
覚
え
書
き
締
結
。
そ
の

違
い
と
は
。

　

企
画
部
長　

友
好
交
流

の
た
め
の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

提
携
と
い
う
形
で
、
姉
妹
都

市
と
区
分
け
し
て
い
る
。

 

島
原
市
民
の
「
島
原
七
万

石
踊
り
」
の
奉
納
に
町
民
の

見
学
者
は
数
名
で
あ
っ
た
。

「
お
も
て
な
し
」
の
あ
り
方

を
問
う
。

　

教
育
部
長　

友
好
的
で

家
族
的
な
気
持
ち
で
受
け
入

れ
る
よ
う
努
め
る
。

全国瞬時警報システム（総務省消防庁HPから）

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
／
12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

一 般 質 問

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
作
動
し
た
ら

防
災
行
政
無
線
か
ら
避
難
指
示

問

答

問

答

選挙区区割りは
どうあるべきか

文化と経済圏が
同じ地域が最良
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道
路
の
側
溝
に
ふ
た
が
な
い

た
め
、
自
転
車
に
乗
る
児
童
が

転
倒
・
落
下
し
て
ケ
ガ
す
る
事

例
が
発
生
。
町
道
の
安
全
確
保

の
た
め
、
有
蓋
化
促
進
と
維
持

管
理
を
問
う
。

 

町
道
の
無
蓋
側
溝
の
把
握

は
。

　

建
設
部
長　

現
在
、
把

握
は
で
き
て
い
な
い
。

 

岩
堀
交
差
点
か
ら
横
落
方

面
に
向
う
町
道
の
有
蓋
化
を
。

 

老
朽
化
し
て
危
な
い
と
判

断
さ
れ
る
現
場
で
あ
れ
ば
、

 

地
元
各
区
か
ら
の
要
望
を

中
心
に
、
順
次
対
応
し
て
い

る
。

 

子
ど
も
や
高
齢
者
の
安
全

に
配
慮
し
た
道
路
側
溝
の
有

蓋
化
整
備
促
進
を
。

 

道
路
整
備
事
業
全
体
の
中

で
、
各
区
と
の
協
議
結
果
に

基
づ
き
対
応
す
る
。

 

樹
木
の
剪
定
枝
の
処
分
は

可
燃
ご
み
や
坂
崎
チ
ッ
プ
場

で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
が
、

一
定
の
太
さ
以
上
は
引
き
取

り
を
断
わ
ら
れ
る
。
対
応
策

は
。

　

環
境
経
済
部
長　

新
た

な
チ
ラ
シ
の
作
成
な
ど
で
、

丁
寧
な
説
明
に
心
が
け
て
い

る
。

 

指
定
袋
に
入
れ
な
い
で
出

さ
れ
る
剪
定
枝
が
放
置
さ
れ
、

地
域
で
困
っ
て
い
る
。
対
応

を
。

 

最
終
的
に
は
、
町
が
処
分

し
て
い
る
。
啓
発
板
の
設
置

や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
し

て
い
く
。

 

地
域
で
管
理
す
る
広
場
、

公
園
な
ど
の
雑
草
、
刈
草
な

ど
の
処
理
量
は
。

 

把
握
は
し
て
い
な
い
が
、

２
０
６
ｔ
程
度
、
３
・
８
％

程
度
を
推
測
し
て
い
る
。

 

豊
川
市
は
、
剪
定
枝
、
刈

草
な
ど
チ
ッ
プ
や
堆
肥
と
し

て
再
利
用
。
ご
み
減
量
化
と

堆
肥
化
を
。

 

ご
み
減
量
化
と
環
境
面
で

の
負
荷
軽
減
な
ど
も
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

 

清
幸
園
の
空
き
地
で
、
本

格
的
な
堆
肥
化
処
理
施
設
を
。

 

蒲
郡
市
と
の
共
通
認
識
を

図
り
、
利
用
方
策
の
一
つ
と

し
て
研
究
を
す
す
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

 

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き

下
げ
を
。

 

引
き
続
き
検
討
を
す
す
め

る
。

ふ
た
の
交
換
な
ど
、
早
急
に

対
応
す
る
。

 

以
前
に
お
こ
な
わ
れ
た
区

画
整
理
や
民
間
開
発
の
道
路

側
溝
の
有
蓋
化
と
維
持
管
理

を
。

 

必
要
性
が
あ
れ
ば
側
溝
本

体
の
入
れ
替
え
も
す
る
。
個

人
の
乗
り
入
れ
整
備
な
ど
は
、

個
人
負
担
で
お
願
い
し
て
い

る
。

 

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に

の
っ
と
り
安
心
し
て
歩
行
で

き
る
生
活
道
路
整
備
を
。

問

答

清幸園で堆肥化
処理施設を

利用方策の一つ
として研究する

有蓋化が求められる側溝（岩堀区）

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
／
12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

道路側溝の有
ゆ う

蓋
が い

化
か

整備促進を問

各区との協議結果に基づき対応答

一 般 質 問


